
2025年大阪・関西万博のポップアップステージ西の設計を担当した株式会社三井嶺建築設計事務所（東京都千代
田区、代表：三井嶺）と、株式会社安井杢工務店（京都府向日市、代表取締役：安井洋）は、同施設の屋根の松葉を会
期中・会場内にて手作業で葺き替える「松葉葺きワークショップ」を7月7日(月)に開催します。
協力：一般社団法人 demoexpo（大阪市西区、代表理事：花岡）

ステージのシンボルとなる松の丸太は、昨年11月23日に、ボランティアの皆様の協力をいただいて、人力で建て起こ
すことによって完成しました。
屋根の「松葉葺き」も、ステージの場をつくるために欠かせない要素です。
松葉の青 と々した姿を保つためには、多くの皆様の力が必要となります。
万博の場をつくる側として、会場で手を動かしながら、他人事でなく「自分ごと」として。
ひとびとが集うステージの空間を一緒に作り上げていただきたく、皆様のご参加・ご協力をお待ちしております。

■ 皆で参加して、人力で、祝祭の場をつくる

■ 他人事でなく「自分ごと」に。

■ 松葉葺きワークショップ参加者・プロジェクトサポーター募集

万博の現代における意義は、祝祭のような場に人々が集まることではないでしょうか。
たった半年の万博にあるべき建築の姿としては、建築自体が目的化したオブジェのようなものではなくて、人間の力
で作れるくらいのシンプルなもので十分だと考えました。
そこで、鳥居やストーンヘンジに学びを得たプリミティブな門型のフレームを建てて、その上に松葉葺きの可動式屋
根を掛けることでステージとしています。
シンプルながら人の手の痕跡が感じられるつくりが、自然と人々の目を引き、ステージの場を生み出しています。

ポップアップステージ(西)では、本ワークショップにご参加・ご支援いただける方々を募集しています。 
概要については2枚目(裏面）の資料および募集サイト https://expo-matsubabuki.peatix.com/ をご覧ください。

※昨年11月23日の人力建て起こしについては、以下の記事
にて詳しく取り上げていただいています。

【日経クロステック】 https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/
column/18/02484/013000085/

【BUNGA NET】 https://bunganet.tokyo/popup/

万博ステージの松葉葺きワークショップ　7月7日(月)開催

【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社三井嶺建築設計事務所
Email: office@reimitsui.com 

Tel: 03-6805-1633　Fax:03-6800-3655
https://reimitsui.com/



「松葉葺き」ワークショップ概要・お申込み
[日程]　2025年7月7日（月） 
[時間]　① 8:30集合　② 10:00集合
12：００頃または15:0０頃解散 
参加者には万博会場への入場パスを発行。
※応募多数の場合は抽選
本ワークショップの実施費用については、
参加者の皆様から参加費の形として募らせ
ていただきます。協賛としてのご支援もお
待ち申し上げております。

詳細・申込　QRコード

https://expo-matsubabuki.
peatix.com/

人力で松の丸太を建て起こし、屋根を松葉で葺いて、ステージの場をつくる

人が集う「しるし」としての建築 — 最小限の構成で祝祭の場を生み出す
万博のステージで目指したのは、オブジェのように自己主張する建築
ではなく、人々が自然と集まる“しるし”のような存在でした。鳥居やスト
ーンヘンジのような門型の構成は、人の手による最小の空間形式のひ
とつです。そこからさらに極限までそぎ落とした構成を目指しました。 
用いたのは、細く素朴な装飾を施した柱。自然物を抽象化した原初的
なデザインによって、柱は「構造材」というよりも「自然に近い存在」とし
て、人の無意識に穏やかに溶け込んでいきます。
その上に、皮付きの松の丸太を一本、横たえる。
伐り、伏せ、高く掲げる——それだけで、力強い場が立ち上がります。 

写真：鈴木淳平 第一回松葉葺きの様子

第一回松葉葺きで松葉を束ねる様子

万博ステージの「松葉葺き」ワークショップ参加者を募集！

屋根には、生の松葉を使いました。屋根はシーソーのように動き、舞
台装置としても機能します。この動きにより、建築という枠を超えて、
“装置”として認識され、やはり丸太の存在感が浮かび上がります。 
これらの構成は、祇園祭の山鉾建てや、春日大社おん祭の仮御殿と
いった伝統的な祝祭から学んだものです。人の手によって丸太を建
て起こし、屋根を葺く——そうした行為そのものが、場を祝祭へと変
えていく。 
伝統に学び、当たり前のことを見つめ直すことで、新たな「原初性」を
もつ場を創造することを試みました。


